各加盟団体様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年8月23日
各都道府県実行委員会様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安保破棄中央実行委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　東森英男

沖縄・高江での防衛局の行動に対する抗議のとりくみ要請

　那覇地裁では本日から3日間、防衛省・沖縄防衛局による高江住民に対する「通行妨害」を口実とした運動弾圧のための訴訟の集中審理がおこなわれています。

　沖縄防衛局は、住民や支援者が那覇市での裁判に集中しているすきをねらって、本日早朝から工事現場に職員約30人を送り込み、工事再開の機をうかがっています。

　当局によるこのような卑劣な暴挙を許さず、工事中止を実現するため、沖縄県統一連からの要請（別紙文書）にこたえて、下記のとりくみを緊急に実施されるようお願いします。

記

1． 下記宛に抗議文書を集中してください。

①文書送付先

沖縄防衛局長　田中聡　　　FAX番号098-921-8168

防衛大臣　　　北澤俊美　　FAX番号03-5269-3270

　 ②文例

　　以下、安保破棄中央実行委員会が送付した文書を参考にして各団体で作成してください。

以上

＜参考＞

防衛大臣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年8月23日

北澤俊美　様（沖縄防衛局長あても同文）　　　　　　　　　　　　　　　安保破棄中央実行委員会

事務局長　東森英男

高江での暴挙をやめ、ヘリパッド建設工事を中止してください

　防衛省・沖縄防衛局は本日早朝から、高江の工事現場に職員約30人を送り込み、ヘリパッド工事再開の機をうかがっています。

那覇地裁では本日から3日間、防衛省・沖縄防衛局による高江住民に対する「通行妨害」を口実とした運動弾圧のための訴訟の集中審理がおこなわれています。

　このように、みずから仕掛けた裁判のために住民が不在となっているすきをねらって工事再開をはかろうとすることは、きわめて卑劣な行為であり、断じて許せないものです。

　米軍ヘリパッドの建設は、希少種に富む貴重な自然を破壊するとともに、住民が求める平穏な生活を脅かすものであり、認めることはできません。

　そしてさらに、本年6月米軍が明らかにし日本政府が追認、強行しようとしている輸送機MV22オスプレイの沖縄への配備は、住民生活をいっそう危険にさらすものであり、ヘリパッド建設の不当性がますます明らかになっています。

　私たちは、高江での暴挙をただちに中止し、ヘリパッド建設工事を中止することを強く求めるものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

